
災害に備える町づくりへ一歩
非常用蓄電池付き太陽光外灯を整備

何の建物かわかりますか？

　この写真は、明治時代から昭和の合併時まで使用されていた、旧上三川町役場庁舎です。明治26

(1893)年12月に、現在の峰町公民館がある辺りに建設されました。

 　上三川町・本郷村・明治村が合併した当初、新上三川町はこの旧上三川町の庁舎をそのまま役場

として使用していました。その後、業務や職員の増加に伴って庁舎が手狭になったことから、昭和

34(1959)年に、新庁舎を現在の町立図書館のある場所に建設しました。旧庁舎は、新庁舎ができ

てからも共済組合などの事務所として使用され続けました。

　旧役場庁舎は、非常に趣ある雰囲気の木造洋風建造物で、

文化財的な価値が高かったことから、民俗資料館としての活

用が検討されていましたが、昭和49(1974）年5月6日に火災

のため焼失してしまいました。

　60年あまりの期間、町の行政の中心として長く町民に親

しまれ、地域の文化や歴史を見守り続けました。

　町では災害対応力強化のため、避難所となる2つの小学校に非常用蓄電

池付き太陽光外灯を整備しました。

　この設備は日中は太陽光で発電し、備え付けの蓄電池に充電し、夜間に

なるとLED電灯として点灯する仕組みとなっており、災害時に停電が発生

した場合には、非常用蓄電池として取り外し利用することが可能で、避難

所において災害対応を行う上でも非常に有用なものとなっております。

　また、備え付けの蓄電池は日産栃木工場で製造している電気自動車リー

フで使用していたバッテリーを再利用したものでSDGsにも寄与した設

備です。
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〈夏休みの体験学習〉
「夏休み子どもふれあい教室」参加者募集
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おもしろ科学実験教室

子ども人権教室
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090-1055-8560
受付 10:00~18:00

（渡辺）☎
主催者 : NPO法人　Dream Support -ドリームサポート-
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